	090808 核心ニュース原稿1

	題　目
	RUTCのリハーサル – 言語キャンプ

	アンカー
	2009 RUTC言語キャンプが8月3日から中高Remnant 200人を対象にし、ドクピョン修練会にて行われました。

	内　　容
	｢The gospel root｣というテーマをもとに開かれた言語キャンプのオープニングは、英語の讃美、踊り、ゲームを通して英語に
自信をつけ、ミュージカル、美術、映画などを福音で再解釈し、福音的に表現する時間を持ちました。
 初日、参加者たちは実力を確かめるテストをして１クラス25名合計８クラスに分けられ、それぞれ水準の高い授業を受けました。
言語キャンプの総責任者であるキム・ドンフン牧師は、言語キャンプを通してRemnantの中で人材を発掘し、RUTCが完工する

と本格的に確立される Remnantを管理するシステムを構築することが言語キャンプの目的であると話しました。

一方、10日からは小学生を対象にした英語キャンプが行われます。

海外 Remnant たちが韓国語の子音と母音をはっきりと発音し、自己紹介をします。

(韓国式すごろく)ユッノリとチマチョゴリの折り紙を通して韓国の文化を理解します。

第一回RUTC 韓国語キャンプが8月3日から3泊4日間行われ、約30名が参加しました。

参加者は初級クラスと中級クラスに分けられ、3泊4日の間、証しと交わりをし、特別活動や映画観覧およびフォーラムの時間を
持ちました。

	090808 核心ニュース原稿2

	題　目
	起きて光を放つ聾唖宣教大会

	アンカー
	世界聾唖者宣教大会が8月3日から4日間、バンファドン国際青少年センターにて開かれ、
韓国国内・海外の聾唖者200人が参加しました。

	内　　容　
	常任委員会柳光洙総裁は、神様がなさろうとすることが何か、確かに知らなければならないと話し、全世界に弟子を作り出し、
韓国国内30万の聾唖者、世界7千万の聾唖者に正しい福音を伝えるこの時代の飛脚になるように願うと言いました。

今回の大会の講師、チョン・ウンジュ牧師は開講メッセージを通して、キリストの光を放つためにはまず、福音と祈りの体質化で

人生キャンプをし、専門性を養い現場キャンプをすべきだと話しました。

　一方、チョンゲチョンにて開かれた手話文化フェスティバルでは、団体服を着た参加者たちが地下鉄に乗り、チョンゲ広場に
移動しました。手話讃美と手話マイム、手話カードを用いて伝道キャンプを行い、現場を味わいました。

	090808 核心ニュース3

	題　目
	Remnant 、社会、教会をリードする青年

	アンカー
	

	内　　容
	常任委員会柳光洙総裁は、世界青年修練会1講義のメッセージを通して、青年たちは本格的に祈りに挑戦し、その中で必ず答えを

見つけ、すでに成されていることより先んじるようにと頼みました。2講義メッセージでは、神様の子どもとなる身分、権威、神の国の

力を持ち、社会をリードするようにと話し、現場チームの働きメッセージでは、24時祈りの中で、教会と本部のメッセージを

事実化しなければならないと強調しました。

　一方、 Remnant奨学金、文化基金のための展示会が開かれ、青年たちが贈呈した20点ほどの陶芸、書道、金属工芸などの作品が
展示され、Remnantたちの土台になるため青少年宣教局のRemnantたちを招待し、専門別の集まりの時間も持ちました。


	090808　核心ニュース原稿4

	題　目
	2週後に控える世界宣教大会

	アンカー
	

	内　　容
	第13次　世界宣教大会が8月24日からドクピョン総会神学院にて開かれる派遣予定者の合宿をはじめとし、本格的に行われます。

 　翌日25日から 27日までは総会神学校にて宣教師合宿が、27日から28日までは首都圏30箇所を現場とした宣教師キャンプ、

8月31日から9月2日までチャンチュン体育館にて宣教大会が行われます。

　一般参加者の登録の締め切りは8月7日まで、会費は10万ウォン(7,800円)です。




	090808　核心ニュース原稿5

	題　目
	(短信)

	アンカー
	

	内　　容
	1．8月5日に始まった第12回韓国ガールスカウト国際野外体験ブースに世界福音化伝道協会が参加しました。社会福祉法人｢Remnant｣が後援した
この行事は、体験ブースを通して、世界的に増加している多文化家庭に対する偏見を正し、青少年たちを訓練する RUTCを紹介し、福音を伝え　

るという趣旨を持っています。世界50カ国から約1万人の青少年たちと国内・海外の人たちも参加しました。体験ブースは11日までです。
2. 幼児・幼稚宣教局修練会が7月31日から二日間およそ480人が参加し、ドクピョン総会神学校にて行われました。 　　
常任委員会柳光洙総裁は、2つの講義でRemnantたちが自分にふさわしい伝道を見つけるとき毎日答えられるという事実を教えるべきであると

強調しました。また、父母がまず教育を受け、Remnant7人の福音を次世代に根を下ろさせ、Remnantたちが規律を備えるように助けなけれ
ばならないと話しました。

3. 片親家庭の親と子どものための　‘第2次テモテ弟子修練会’　が8月19日から2泊3日間チュンジュホリゾートにて開かれます。

柳光洙牧師、ユン・ソンジュ牧師を講師として迎え、7月20日から8月13日まで治癒宣教局のホームページとファックスを通して

申し込むことができます。

4. 世界福音化新聞社は Remnant大会後、8月7日日付で ‘Remnant大会特集号’が発刊されました。’特集号‘をお申し込まれた教会は、土曜核心
　の後、イエウォン教会礼拝堂の前にある立ち売り場で受けられます。

5. ミュージカル｢契約の旅程｣の公演の日程が確定されました。 8月 21日から 23日まで 香港芸術学校オペラ劇場公演をはじめとし、9月18日　

　から20日までテグ（대구）スソンアートピア（ 수성아트피아）ヨンジホールにて上演されます。 9月25日から10月5日までは韓国のイエ
スルジョンダン（예술의 전당）トワル劇場にてのソウル公演が上映される予定です。
インタパーク、チケットリンク、オークションを通して購入できます。 
6.先月31日ヨリンサイバー大学で、世界福音化伝道協会とヨリンサイバー大学の学位課程遠隔教育の協約が締結されました。今回締結された　

協約により、伝道協会の会員が入学する場合、入学金30万ウォンが免除され、学費の30％の奨学金が与えられます。

また、優秀会員として選ばれた者は最大50％の奨学金が与えられます。教育課程を履修することにより、4年制大学学位が授与されるように
なります。協約による奨学金を申請する場合は、世界福音化伝道協会にサイバー大学の特別年会員として加入し、ヨリンサイバー大学に入学を

申し込む場合、伝道協会会員欄にチェックしなければなりません。


